	第2回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　報告者：松川大輔・鹿糠匠

	講義内容：口腔ケアについて　　　　　　　　　　講師：西山光子

	日　　時：平成23年7月12日、13日（2日間）　17：30～18：00

	場　　所：南山苑4階　苑長室

	内　　容：口腔ケアについて

1． 口腔ケアの目的

2． 口腔ケアの観察ポイント

3． 口腔内の構造

4． 口腔内の自浄作用について

5． 正常な嚥下動作

6． 誤嚥性肺炎の原因・予防

7． 嚥下障害のある患者様の口腔ケア

8． 実技（口腔ケアが十分でないケースの口腔内の体験）

9． その他

　　　　　

　参加対象者　　　　　101名

　　　　　　　　　当日参加者　　　　　58名

　　　　　　　　　当日業務者　　　　　8名　

参加率＝（当日参加者＋業務扱い者）÷参加対象者＝65％

参加率＝当日参加者÷参加対象者57％
　　　　　　　　アンケート提出58名（収率100　％）

アンケート結果
1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった･･･　48名

· 楽しかった･･･　　16名

· 難しかった･･･　　0名

· つまらなかった･･･0名

· 無回答･･･　　　　0名

(重複回答あり)

２．研修を受けて役に立つと感じた内容

・歯磨き粉の選び方

・口腔ケアの大切さ

・経管栄養の方が肺炎を起こす因果関係

・口腔ケアの正しい方法

・アイス棒の活用について

・食事中の姿勢について

・口から入った食べ物の流れる順序

３．質問したい事

・口を開けるのが難しい方への口腔ケアの方法

・スポンジ製の口腔ケア物品の有効性

４．今後のテーマ希望

・嚥下体操について

・南山苑で出来ていない問題を取り上げる

・口腔ケアについて（毎年お願いします）

・職種毎等の専門的な講師による勉強会

・口腔ケアの実技

５．感想等

・食事の際の姿勢の重要性を改めて感じた。

・南山苑の口腔ケアはまだまだ不十分と感じる。

・実技をまじえてとてもわかりやすかった。

・人間の体は精密に出来ており、1つでもバランスが崩れると大変な事に

　なると感じた。

・改めて口腔ケアの必要性を認識し、徹底して行いたいと感じた。

・歯磨き粉の成分により無精子症などの病気に繋がる事もある事がわかった

・口腔ケアが不十分な為、肺炎となり生死に関わるので十分な知識を持って

　業務にあたりたい。

・アイスマッサージを行っていきたい。

・

６．今回の研修の反省点と今後の対策
　研修内容については、実技と講義の2部構成であり、参加者からはわかりやすく、興味がわき、勉強になったと高く評価を得ている。研修を通して、口腔ケアについて自分は出来ているのかと考える参加者が多く、その結果南山苑では数年前と比較すれば出来てきているが、まだまだ不十分であり、今回の研修で学んだ事を生かしていきたいと考えるスタッフが多かった。自らの業務を振り返り、生かしていこうと考えられる研修を行えた事は大変有意義であったと考えられる。

　今回、食事担当者が初めは主として講師と連絡を取っていたが、口腔ケアの必要性を考えると、継続して苑内研修として行っていくべきと考える。

　今現在、南山苑で出来ていない事をどんどん研修として取り入れていくべきという意見もあり、教育委員会のみならず、現場管理者からの意見も聞きながら研修内容の選定を行っていきたいと考える。

	


南山苑　研修報告書











